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「島根創生計画」（案）骨子 

（新しい総合計画・総合戦略） 

 
「島根創生」とは、人口減少に歯止めをかけ、 
人口減少に打ち勝つ島根をつくること 

 

１．島根の目指す将来像 

人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根 

若者が増え、次代を担う子どもたちが増えることで活気にあふれ、 

県民一人ひとりが愛着と誇りを持って幸せに暮らし続けられる島根 

 

 

２．策定の趣旨 

⑴ 今後の施策運営の総合的・基本的な指針として、県の最上位の行政計画

となるもの 

⑵ 次の３編で構成し、第１編は、まち・ひと・しごと創生法第９条に基づ

く、島根県の総合戦略としての位置づけ 

    第１編 人口減少に打ち勝つための総合戦略 

    第２編 生活を支えるサービスの充実 

    第３編 安全安心な県土づくり 

⑶ 概ね10年後の島根の目指す将来像から、今後５か年（2020～2024年度）

の目標や施策の基本的方向を示す 

 

 

３．進捗の管理（ＰＤＣＡ） 

⑴ 計画（全編）を構成する事務事業については、客観的な重要業績評価指

標（ＫＰＩ）を設定して毎年評価 

⑵ 第１編（総合戦略）を構成する具体的な施策については、別に「総合戦

略アクションプラン」を策定し実施 

⑶  評価結果は県議会のほか、外部有識者による会議に報告し、意見等を踏

まえて改善（「総合戦略アクションプラン」は毎年度改訂） 
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４．島根県人口ビジョン 

⑴ 島根県人口ビジョン（平成27年策定）の目標の達成状況 

平成27年10月に公表した「島根県人口ビジョン」策定時の将来人口シミュレーション

では、2040年までに、合計特殊出生率2.07と社会移動の均衡を達成すると、将来的に人

口が安定し、かつ、年少人口割合が増加し、生産年齢人口割合も50％以上を維持できる

ことが分かりました。 

県としては、この水準の達成を目指して、平成27年10月に「まち・ひと・しごと創生島

根県総合戦略」を策定し、人口減少対策に取り組んできました。 

 

合計特殊出生率（１人の女性が産む子どもの平均数）  2040年までに2.07 

社会増減（県外からの転入者数－県外への転出者数） 2040年までに均衡（±０） 

 

上記シミュレーション結果 

 

 

「島根県人口ビジョン」の目標の達成状況については、合計特殊出生率は、策定時1.66

から現況値1.74に伸びており、全国でも第２位と引き続き高水準です。また、社会減も

策定時は1,325人となっていましたが、現況値は169人にまで縮小しています。 

目   標 策定時 現況値 目標値 

合計特殊出生率 2014年 1.66 2018年 1.74 (2040年   2.07) 

社会増減（人） 2014年 ▲1,325 2018年 ▲169 (2040年     0) 
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⑵ 島根県人口ビジョンの目標達成時期の前倒し 

仮に、現在の傾向が今後も継続する場合には、「島根県人口ビジョン」の目標は、2040

年より前に達成することも可能になると考えられます。 

そこで、県としては、一刻も早く人口減少に歯止めをかけるため、人口減少対策をさ

らに加速させるための新たな総合戦略を策定するとともに、「島根県人口ビジョン」の目

標達成時期を、それぞれ次のように前倒しすることとします。 

まず、合計特殊出生率については、現在の総合戦略期間での伸び率を勘案して、５年

の前倒しを目指します。次に、社会移動の均衡については、県内産業の活性化などを通

じて現在の社会減縮小の流れを安定化させることで、10年の前倒しを目指します。 

 

合計特殊出生率（１人の女性が産む子どもの平均数） 2035年までに2.07 

社会増減（県外からの転入者数－県外への転出者数） 2030年までに均衡（±０） 

 

この目標が達成された場合には、県人口は2040年に１万人程度の増加が見込まれます。  
（※試算値については、国から示される試算ツールを用いて再試算予定。） 
 

出生率の大幅向上や社会減の解消を短期間で達成することは容易ではありませんが、

県としては、この水準の達成を目指して人口減少対策に取り組んでいきます。 
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５．｢島根創生計画｣の体系 

  将来像 分野 基本目標 政策 施策

Ⅰ　活力ある産業をつくる １　魅力ある農林水産業づくり (1) 農業の振興

(2) 林業の振興

(3) 水産業の振興

２　力強い地域産業づくり (1) ものづくり・ＩＴ産業の振興

(2) 観光の振興

(3) 地域資源を活かした産業の振興

(4) 成長を支える経営基盤づくり

(5) 産業の高度化の推進

３　人材の確保・育成 (1) 多様な就業の支援

(2) 働きやすい職場づくりと人材育成

１　結婚・出産・子育てへの支援 (1) 結婚への支援

(2) 妊娠・出産・子育てへの支援

Ⅲ　地域を守り、のばす １　中山間地域・離島の暮らしの確保 (1) 小さな拠点づくり

(2) 地域資源の活用

(3) 持続可能な農山漁村の確立

２　地域の強みを活かした圏域の発展 (1) 牽引力のある中核圏域の発展

３　地域の経済的自立の促進 (1) 稼げるまちづくり

(2) 地域内経済の好循環の創出

４　地域振興を支えるインフラの整備 (1) 高速道路等の整備促進

(2) 空港・港湾の機能拡充と利用促進

(3) 産業インフラの整備促進

Ⅳ　島根を創る人をふやす １　島根を愛する人づくり (1) 学校と地域の協働による人づくり

(2) 地域で活躍する人づくり

(3) 地域を担う人づくり

２　新しい人の流れづくり (1) 「しまねの魅力」の情報発信　

(2) 若者の県内就職の促進

(3) Ｕターン・Ｉターンの促進

(4) 関係人口の拡大

３　女性活躍の推進 (1) あらゆる分野での活躍推進

(2) 子育てしながら働きやすい環境づくり

Ⅴ　健やかな暮らしを支える １　保健・医療・介護の充実 (1) 健康づくりの推進

(2) 医療の確保

(3) 介護の充実

２　地域共生社会の実現 (1) 地域福祉の推進

(2) 高齢者の活躍推進

(3) 障がい者の自立支援

(4) 子育て福祉の充実

(5) 生活援護の確保

Ⅵ　心豊かな社会をつくる １　教育の充実 (1) 発達の段階に応じた教育の振興

(2) 学びに向かう力と人間性を高める教育の推進

(3) 学びを支える教育環境の整備

(4) 青少年の健全な育成の推進

(5) 高等教育の推進

(6) 社会教育の推進

２　スポーツ・文化芸術の振興 (1) スポーツの振興

(2) 文化芸術の振興

３　人権の尊重と相互理解の促進 (1) 人権施策の推進

(2) 男女共同参画の推進

(3) 国際交流と多文化共生の推進

４　自然、文化･歴史の保全と活用 (1) 豊かな自然環境の保全と活用

(2) 文化財の保存・継承と活用

Ⅶ　暮らしの基盤を支える １　生活基盤の確保 (1) 道路網の整備と維持管理

(2) 地域生活交通の確保

(3) 上下水道の整備

(4) 情報インフラの整備・活用

２　生活環境の保全 (1) 快適な居住環境づくり

(2) 環境の保全と活用

Ⅷ　安全安心な暮らしを守る １　防災対策の推進 (1) 災害に強い県土づくり

(2) 危機管理体制の充実・強化

(3) 防災・減災対策の推進

(4) 原子力安全・防災対策の充実・強化

２　安全な日常生活の確保 (1) 食の安全・生活衛生の確保

(2) 安全で安心な消費生活の確保

(3) 交通安全対策の推進

(4) 治安対策の推進
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６．「島根創生計画」の内容 
 

第１編 人口減少に打ち勝つための総合戦略 
 

Ⅰ 活力ある産業をつくる 

島根の経済を支えている１次、２次、３次産業の活力を高め、所得を引き上げ、若者の雇用を増

やします。 

１ 魅力ある農林水産業づくり 
⑴ 農業の振興 

水田園芸をはじめとする農業の生産性・収益性の向上や、地域の特性を活かした特色

ある生産を推進し、意欲のある担い手が農業に取り組みやすい環境を整えます。 

⑵ 林業の振興 
森林経営の収益力を向上させ、林業就業者を安定的に確保・育成することで、利用期

を迎えた森林の主伐を促進し、循環型林業の定着・拡大を図ります。 

⑶ 水産業の振興 
安定的な資源管理の推進や新たなビジネスモデルの確立等により、企業的経営体の収

益性向上による経営強化と、沿岸漁業の就業者確保・活力再生を図ります。 

 

２ 力強い地域産業づくり 
⑴ ものづくり・ＩＴ産業の振興 

技術革新やグローバル化等の環境変化に対応可能な競争力強化や、県内企業間の連携

促進などにより、地域の特性を活かしたものづくり・ＩＴ産業の発展を目指します。 

⑵ 観光の振興 
しまねの魅力を最大限に活かした観光地域づくりと積極的な情報発信により、国内外

からの観光客の増加を通じて、観光産業の活性化を促進します。 

⑶ 地域資源を活かした産業の振興 
しまねの有する豊かな自然や文化を活用した食品産業や伝統工芸などの競争力を強化

し、地域に根ざした産業づくりを進めます。 

⑷ 成長を支える経営基盤づくり 
中小企業・小規模企業の経営革新や事業承継などの持続的発展と新たなチャレンジな

どを支える経営基盤の強化を通じて、地域産業の成長を促進します。 

⑸ 産業の高度化の推進 
県外企業の新規立地や県内企業の再投資を促すことにより、県内産業の高度化と雇用

の場の創出を目指します。 

 

３ 人材の確保・育成 
⑴ 多様な就業の支援 

若者・女性・高齢者・障がい者などへの魅力ある情報発信や就業機会の提供などによ

り、それぞれの能力や経験などを活かせる県内就業を促進します。 

⑵ 働きやすい職場づくりと人材育成 
職場環境の改善と、知識や技術の習得・向上の機会提供などにより、誰もが生き生き

と働き続けられる活力ある職場づくりを県内に広げます。 
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Ⅱ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

若い人達が安心して島根で暮らし続けて、子どもを１人、２人、３人と産み育てたいと思うこと

ができ、その希望をかなえるための子育て支援の充実や、働きやすい環境の整備をします。 

１ 結婚・出産・子育てへの支援 
⑴ 結婚への支援 

結婚や家庭についての若い世代の理解と関心を高めるとともに、多様な出会いの場を

増やすことで結婚を望む男女の希望を叶えます。 

⑵ 妊娠・出産・子育てへの支援 
妊娠・出産・子育てに負担感や不安を抱えている多くの若い世代が、安心して妊娠・

出産・子育てできるよう妊娠期から子育て期まで切れ目ない支援体制を充実します。 

 

 

Ⅲ 地域を守り、のばす 

人口減少がいち早く進んできた中山間地域・離島と人口が集積した都市部が、共存・連携して共

に発展する地域づくりを進めるとともに、それを支える社会基盤を整備します。 

１ 中山間地域・離島の暮らしの確保 
⑴ 小さな拠点づくり 

中山間地域・離島の暮らしを支える地域運営の仕組づくり（小さな拠点づくり）を進

め、将来に明るい展望をもてる暮らしを確保します。 

⑵ 地域資源の活用 
各圏域の中核的な地域資源を活用し、重点的な地域振興を進めることにより、中山間

地域の活力を高めます。 

⑶ 持続可能な農山漁村の確立 
農山漁村の有する多面的機能に十分配慮して、農林水産業を核とした地域の生活が将

来にわたって維持できるような取組を推進します。 

 

２ 地域の強みを活かした圏域の発展 
⑴ 牽引力のある中核圏域の発展 

宍道湖・中海圏域が中核圏域として発展し、周辺にもその効果が波及するような地域

をつくります。 

 

３ 地域の経済的自立の促進 
⑴ 稼げるまちづくり 

地域の特産品の販路拡大と観光資源の活用により経済と人の流れを生み出し、稼げる

地域をつくります。 

⑵ 地域内経済の好循環の創出 
地域で消費するものの生産と地域内で生産するものの消費を喚起し、より多くの資金

が地域内で循環し、波及効果が生まれる経済構造をつくります。 

 

４ 地域振興を支えるインフラの整備 
⑴ 高速道路等の整備促進 

高速道路を整備して全国的な幹線ネットワークと接続するなど、県内外の広域的な移

動時間を短縮することで、全県的な活力と経済発展につなげます。 

⑵ 空港・港湾の機能拡充と利用促進 
国内外への玄関口である空港・港湾の機能を拡充し、より一層の利用促進を図ること

で、モノや人の流れを拡大し、産業活動の活性化につなげます。 

⑶ 産業インフラの整備促進 
農林水産業をはじめとした産業の振興に必要なインフラの整備・更新を加速すること

で、生産性・安全性の向上をはかり、地域産業の発展を支えます。  
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Ⅳ 島根を創る人をふやす 

自分たちの生まれ育った地域の価値について子どもの頃から学ぶ活動やＵターン・Ｉターン支援

により、島根に愛着と誇りを持ち、将来の島根を支える人をふやします。 

１ 島根を愛する人づくり 
⑴ 学校と地域の協働による人づくり 

島根の子どもたち一人ひとりに、地域に愛着と誇りを持ち、自らの人生と地域や社会

の未来を切り拓くために必要となる「生きる力」を育みます。 

⑵ 地域で活躍する人づくり 
県民が、スポーツ・文化芸術活動や、ＮＰＯ、ボランティアなどの社会貢献活動に参

加しやすい環境づくりを通して、地域で活躍する人づくりを推進します。 

⑶ 地域を担う人づくり 
人づくりの拠点となる公民館や県内の高等教育機関等と連携し、地域づくりに主体的

に参画する人づくりを推進します。 

 

２ 新しい人の流れづくり 
⑴ 「しまねの魅力」の情報発信 

島根の人やくらしなどの魅力を県内外や海外に分かりやすく発信し、島根に関心を持

つ人をふやします。 

⑵ 若者の県内就職の促進 
高校生や県内外に進学した学生に、県内産業やそこで働く人に触れる機会などを提供

し、島根で働く魅力を伝え県内就職を促進します。 

⑶ ＵＩターンの促進 
ＵＩターン希望者への仕事や生活に関する的確な情報提供や相談対応、島根暮らし体

験の機会提供、市町村などと連携した定着支援により、移住・定住を促進します。 

⑷ 関係人口の拡大 
都市部にいながら何らかの形で島根と関わりたいと希望する人々を堀り起こし、県内

での活動の場を提供して、地域活性化への貢献や将来の移住につなげます。 

 

３ 女性活躍の推進 
⑴ あらゆる分野での活躍推進 

女性が男性とともに個性と能力を十分に発揮し、地域や職場など社会のあらゆる分野

で活躍できる環境をつくります。 

⑵ 子育てしながら働きやすい環境づくり 
子育て支援や働きやすい職場環境づくりの推進などにより、子育てをしている誰もが

仕事とも調和のとれた充実した生活が送れる社会をつくります。 
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第２編 生活を支えるサービスの充実 
 

Ⅴ 健やかな暮らしを支える 

保健・医療・介護を充実させるとともに、支え合いにより県民一人ひとりが生きがいをもって安

心して暮らせる地域共生社会の実現を進めます。 

１ 保健・医療・介護の充実 
⑴ 健康づくりの推進 

県民自ら健康づくりに取り組めるよう環境の整備を進め、健康寿命の延伸を図り、健

康長寿日本一を目指します。 

⑵ 医療の確保 
医療機関相互の機能分担・連携や医療従事者の養成・県内定着を進めることにより、

県民が必要なときに良質な医療が受けられる医療機能を確保します。 

⑶ 介護の充実 
医療・介護が切れ目なく提供できる体制づくりを進め、高齢者等が生涯を通じて、住

み慣れた地域で安心して暮らせる社会をつくります。 

 

２ 地域共生社会の実現 
⑴ 地域福祉の推進 

公的サービスとボランティアや地域の活動の連携や、住民相互の支え合いにより、住

みなれた場所で、安心して暮らせる社会を目指します。 

⑵ 高齢者の活躍推進 
人生100年時代を見据え、高齢者が生きがいを持って地域の支え手として活躍できる社

会を目指します。 

⑶ 障がい者の自立支援 
障がいのある人が住みたい地域で、自立した生活を営むことができる社会をつくりま

す。 

⑷ 子育て福祉の充実 
特別な配慮が必要な子どもやその家庭への相談・支援体制を充実し、その権利を守り、

社会への自立を進めます。 

⑸ 生活援護の確保 
貧困など様々な困難を抱えた人などが自立し安定した生活を送れる社会の実現を目指

します。 
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Ⅵ 心豊かな社会をつくる 

教育の充実や、スポーツ・文化芸術の振興などを通じて、県民一人ひとりが生き生きと心豊かに

暮らせる社会をつくります。 

１ 教育の充実 
⑴ 発達の段階に応じた教育の振興 

幼保小中高で連携を図りながら、確かな学力を身に付け、豊かな心を育み、自らの未

来に向けて挑戦し、社会に貢献する子どもたちを育てます。 

⑵ 学びに向かう力と人間性を高める教育の推進 
学校・家庭・地域が連携協力し、ふるさとに愛着と誇りを持ち、感性豊かで主体的に

学び続ける子どもを育みます。 

⑶ 学びを支える教育環境の整備 
児童生徒の学びを支え、安心して学校生活を送れるよう、教育的環境の形成と施設の

安全確保に努めます。 

⑷ 青少年の健全な育成の推進 
青少年が、社会の一員として必要な社会規範や自立性、豊かな人間性・社会性を身に

付け、心身ともに健やかに成長できる社会をつくります。 

⑸ 高等教育の推進 
県内高等教育機関と連携し、地域に密着した研究活動や教育活動の充実を図り、地域

社会に貢献する優れた人材を輩出する地域をつくります。 

⑹ 社会教育の推進 
県民一人ひとりが自主的・主体的に生涯を通じた学習に取り組み、その成果を社会生

活で生かすことができるような社会をつくります。 

 

２ スポーツ・文化芸術の振興 
⑴ スポーツの振興 

県民一人ひとりが、それぞれの興味・目的に応じ、スポーツに様々な形で参加し、楽

しく健康で生き生きと暮らせる社会をつくります。 

⑵ 文化芸術の振興 
広く県民が文化・芸術を鑑賞し、参加し、創造しながら、生き生きと心豊かに暮らせ

る地域をつくります。 

 

３ 人権の尊重と相互理解の促進 
⑴ 人権施策の推進 

県民一人ひとりが人権の意義や重要性を認識し、人権が尊重され、偏見や差別のない

住みよい社会をつくります。 

⑵ 男女共同参画の推進 
県民一人ひとりが、性別に関わりなく個性と能力を発揮でき、共に支えあう地域社会

をつくります。 

⑶ 国際交流と多文化共生の推進 
外国人との相互理解を深め、多文化が共生し、グローバル化の進む社会で活動する人

材が育つ地域をつくります。 

 

４ 自然、文化・歴史の保全と活用 
⑴ 豊かな自然環境の保全と活用 

心豊かに暮らすために身近な自然環境を保全し、また、人々の活動の舞台として、歴

史・文化で彩られた自然景観や色々な動植物が生きる自然環境の魅力を活用します。 

⑵ 文化財の保存・継承と活用 
全国に誇る島根固有の歴史・文化についての保存・継承と、調査研究を進め、その魅

力を県内外に積極的に発信し、歴史・文化を通じた人々の交流を促します。 
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第３編 安全安心な県土づくり 
 

Ⅶ 暮らしの基盤を支える 

県民の日常生活を支える地域生活交通などの生活基盤の確保や、暮らしをとりまく豊かな環境の

保全に取り組みます。 

１ 生活基盤の確保 
⑴ 道路網の整備と維持管理 

道路の効率的・計画的な整備や維持管理により、県民の安心・安全、快適な日常生活

や産業活動を確保します。 

⑵ 地域生活交通の確保 
通勤、通学、通院、買い物など、県民の日常生活を支える鉄道や路線バスなどの地域

の交通手段を確保します。 

⑶ 上下水道の整備 
ライフラインである上水道と下水道を整備し、県民に安全で快適な生活環境を確保し

ます。 

⑷ 情報インフラの整備・活用 
県内ほぼ全域をカバーする超高速インターネット環境などの効果的な利活用を進め、

情報化社会に対応した快適で安全な日常生活を実現します。 

 

２ 生活環境の保全 
⑴ 快適な居住環境づくり 

人口減少に対応できる公共施設の在り方を検討し、必要な老朽化対策も進めながら、

快適な居住環境をつくります。 

⑵ 環境の保全と活用 
島根が誇る豊かな環境の保全と、その持続可能な活用を進め、いつまでも快適に過ご

せる社会をつくります。 

 

  



- 11 - 

 

Ⅷ 安全安心な暮らしを守る 

県民の安心安全な暮らしを守るために、防災対策を推進するとともに、食の安全をはじめとする

安全な日常生活を確保します。 

１ 防災対策の推進 
⑴ 災害に強い県土づくり 

道路防災対策、治山治水対策、土砂災害対策、海岸保全対策等により、県民の生命、

身体及び財産への被害の発生の未然防止や被害の最小限化を図ります。 

⑵ 危機管理体制の充実・強化 
発生が予測できないテロ事件や新興感染症などの危機に対し、迅速・的確に対処でき

るように体制を充実・強化し、県民の生命、身体及び財産の被害を最小限にします。 

⑶ 防災・減災対策の推進 
国、市町村、県民等と一体となって防災・減災対策に取り組むことにより、県民の生

命、身体及び財産への被害を最小限にします。 

⑷ 原子力安全・防災対策の充実・強化 
島根原子力発電所の周辺地域住民の安全確保を最優先に、安全・防災対策に取り組み

ます。 

 

２ 安全な日常生活の確保 
⑴ 食の安全・生活衛生の確保 

食品の生産から消費に至る一貫した安全対策及び生活衛生関係営業の衛生環境を確保

することにより、県民の安全・安心な生活を確保します。 

⑵ 安全で安心な消費生活の確保 
消費者が社会や環境等に配慮した商品・サービスを正しく選択でき、また、消費者が

トラブルにあった場合の相談体制が整った環境をつくります。 

⑶ 交通安全対策の推進 
交通安全県民運動や交通安全教育を推進し交通安全意識を一層高め、交通環境の整備

や交通指導取締りにより、県民を交通事故から守ります。 

⑷ 治安対策の推進 
各種犯罪の検挙や、被害防止に役立つ情報発信等を推進し、県民が安全で安心して暮

らせる日本一治安の良い地域社会を実現します。 

 


